
ミラノ五輪感動お花見会 

２０２６年東北支部 

開催日：２０２６年４月８日（水）       集 合：１１時３０分集合 １２時会食 

お花見：榴ヶ岡公園                         会 食：レストランサンバステル 

参加者（敬称略順不同）合計１5名    清水、勝見、佐々木（謙）、伊藤（憲）、瀬古、

須田、圷、小野寺(陽）、長田、大谷、 奥村、柴田、森、沼田、阿部 

 

 毎年恒例となりました榴ヶ岡公園でのお花見会の様子をお知らせします。２月ミラノ

五輪終了直後、阿部幹事より以下の内容でお花見会開催の案内をしました。年を重

ねるごとに足腰の痛みに目や耳も機能低下食も細くなり「本当にもう！」と下を向くこの



頃ですが、この冬沢山の感動と元気を氷上の華麗な舞や隠れた努力を想うとき胸が一

杯になりました。私達もひと踏ん張り頑張ろうと「おしゃべりオリンピック花の宴」を企画

しました。募集の結果、15名の参加者となりました。榴岡公園内には、シダレザクラを

中心に約 370本の桜が植えられて参加者が満開になったシダレザクラの前で記念撮

影し、春の季節を肌に感じて過ごしました。記念撮影後に会場を榴ヶ岡公園近くのサ

ンプラザホテルレストラン「サンバステル」に移しお花見弁当を頂くことになりました。 

 

阿部幹事乾杯の音頭で開宴となりました。お花見御膳を頂きながら久しぶりの再会に

健康管理や身近な出来事など情報交換のおしゃべりが尽きませんでした。 

 



 阿部幹事による乾杯              情報交換の様子 

 

森支部長に感謝の花束            中締めの言葉は勝見さん 

（一口メモ) 

 榴岡公園は、宮城県仙台市宮城野区の丘陵地にある都市公園で公園周辺は古くか

ら榴ヶ岡あるいは宮城野と称される歌枕の地で、ツツジが多くみられたことから「山榴

岡」「榴ヶ岡」などと表記されていました。江戸時代に仙台藩主伊達綱村がこの地に桜

を植樹して民衆に開放したことから、当時から現在に至るまで花見の名所となっていま

す。



 

返信用ハガキに記載された会員のコメント（要約）を紹介します。 

（敬称略） 

青木敬子  現在穏やかに施設で暮らしております。 

岩渕進   花粉症が良くならない。花粉症以外は元気です。 

板垣益夫  元気です。所用があり参加できません。 

伊藤英明  高齢による障害ですかね。生活にﾁｮｯﾄ不便を感じます。 

小野寺征一 病気療養中です。 

中鉢繁夫  無理な運動して両膝を痛めました。歩行に負担かかっています 

      が今だんだん良くなっております。 

引地道夫  頭も体もこわれてしまいました。ごめんなさい。 

舟橋昌弘  元気ですが花粉症でまいってます。 



三浦英子  風邪もひかず元気です。脚が弱くテレビばかり見ています。 

高垣汎   ラウンドダンスの指導者研修会の予定があり欠席です。 

清水美千代 今年も桜の季節になりました。よくもこの年まで生きているも   

     んだと思います。一月末に米寿の祝い金が送られてビックリ。 

勝見英雄  元気です。今年も「花より団子」かな。 

佐々木謙藏 週 2回のグランドゴルフで元気に毎日過ごしています。 

伊藤憲彦  今年も桜の季節ですね。小生気息奄々とこの世を楽しんでいま 

      す。当日楽しみにしています。 

瀬古マチ子 庭の花達も次つぎクリスマスローズ、水仙、ムスカリ、チュー 

      リップと咲き始めました。 

須田守雄  庭の手入れもまだ花粉が飛んでいると先送り怠慢な生活です。 

圷昭子   お花見楽しみにしています。 

小野寺陽子 ｸﾘｽﾏｽﾛｰｽﾞが咲き出し春を感じますが、少々花粉症気味でマスク 

      が必須となっています。 

長田明雄  元気に過ごしています。 

大谷光義  傘寿を超え残りの人生おまけと想い自然体を心掛けています。 

平塚和吉  ご参加ありがとうございます。お待ちしていました。 

奥村裕   平凡な毎日を送っていますが元気です。77歳になりました。 

喜多見知子 桜前線は思いのほか早足なので「花より団子」となりそう。 

柴田修   お花見楽しみです。お天気晴れますように。 

森哲三   五輪ＷＢＣとテレビに夢中で観戦しました。ユーチューブで高 

      齢者向けの運動に励んでおります。 

沼田弘子  多少腰痛がありますが何気ない普通の生活をしています。相変 



      わらずコーラスを楽しんでいます。大きい声で歌うことはスト 

      レス解消になりますね。 

阿部千賀子 皆さんのご参加本当にありがとうございます。楽しいお花見に 

      してまいりましょう。 

                         （報告  柴田） 

 

 

 

 


